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	応用
	抗原情報
	背景
	RAD51パラログB（RAD51B）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RAD51タンパク質ファミリーのメンバーです。RAD51ファミリーのメンバーは、相同組み換えによるDNA修復に必須の、進化的に保存されたタンパク質です。このタンパク質は、ファミリーメンバーであるRAD51Cと安定したヘテロ二量体を形成することが示されており、RAD51CはさらにRAD51、XRCC2、XRCC3などの他のファミリーメンバーと相互作用します。この遺伝子の過剰発現は、細胞周期G1期の遅延と細胞アポトーシスを引き起こすことが示されており、このタンパク質がDNA損傷の感知に役割を果たしていることが示唆されています。子宮平滑筋腫において、この遺伝子座と高移動度グループATフック2（HMGA2、遺伝子ID 8091）との間の再編成が観察されています。 [RefSeq提供、2016年3月],疾患：肺軟骨過誤腫においてRAD51L1に関連する染色体異常が認められる。HMGA1との転座はt(6;14)(p21;q23-24)である。,疾患：子宮平滑筋腫（UL）[MIM:150699]においてRAD51L1に関連する染色体異常が認められる。HMGA2との転座はt(12;14)(q15;q23-24)である。,機能：DNA複製中に生じる、またはDNA損傷因子によって誘発される二本鎖DNA切断の相同組換え修復（HRR）経路に関与する。シナプス前RAD51核タンパク質フィラメントの集合を促進する可能性がある。 RAD51B-RAD51C二量体は、一本鎖DNA依存性ATPase活性を示す。BCDX2複合体は、一本鎖DNA、二本鎖DNA中の一本鎖ギャップ、そして特に二本鎖DNA中の切断部に結合した。,類似性：recAファミリーに属する。RAD51サブファミリー。,サブユニット：RAD51Cと相互作用する。RAD51B、RAD51C、RAD51D、XRCC2からなるBCDX2複合体の一部。RAD51B、RAD51C、RAD51D、XRCC2、XRCC3からなる複合体の一部。RAD51CおよびRAD51との複合体の一部。,組織特異性：幅広い組織で発現する。,
	研究分野
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	RAD51L1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト膵臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RAD51L1抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

